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再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,275世帯（±0）

2,731（－4）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和6年6月１日現在）

男：１，311（－1）
女：１，420（－3）

世帯
人口

7月の税金・保険料

※たばこは若桜町内でお買い求め
　ください。
   （若桜町の税収となります）

［納期限］ 7月３1日（水）

固定資産税（第２期）

みんなのフォトリレー
 第40回
みんなのフォトリレー
 第40回

　美味しい水道水ランキン
グ1位の鳥取県。
　そのなかでも若桜の水
でコーヒーやお茶を淹れ
ればとても美味しいです。
　氷ノ山命水を汲みに定
期的に氷ノ山へ。
　豊かな自然と先人に感
謝して水をいただきます。

（丹松　雄さん）

氷ノ山命水　水は命氷ノ山命水　水は命

2024年
7 月号

氷ノ山夏山開き氷ノ山夏山開き

主な内容
02	  	�【特集】大雨・台風シーズンに備えて
04	  	�「災害時における物資輸送等に関する協定」を締結
05	  	�熱中症対策について 
08	  	�第２回グリーンスローモビリティ実証実験運行について 
11	  	�地域おこし協力隊就任



大雨・台風シーズンに備えて 特　集

　梅雨末期の大雨や台風など、例年６月から10月ごろにかけて、水害や土砂災害など発生の危険度が高
まる時期です。
　風水害など、災害から命を守るためには、日ごろからの備えや情報収集、適切な避難行動を心がけましょう。
　そのためには、テレビ・ラジオや防災行政無線の情報のほか、お持ちのスマートフォンなどでも情報を入
手できますので、日ごろからいろいろな方法で情報を取得することを身に付けておきましょう。
　風水害による逃げ遅れがないよう、警戒レベル４までに必ず避難を終えておくことが重要です。
　また、避難の際は単独行動をしない、隣近所への声かけ避難もお願いします。

避難情報は５段階で発令されます
警戒

レベル
行動を促す情報
（避難情報等） 状　況 住民がとるべき行動

５

緊急安全確保（町が発令）
※必ず発令されるものではありません。

洪　　水 　氾濫発生情報
　　　　　　  大雨特別警報（浸水害）
土砂災害 　大雨特別警報（土砂災害）

災害発生
または
切迫

命の危険　直ちに安全確保
●�すでに災害が発生している状況です。
自宅や近隣の少しでも安全な場所に移
動して緊急安全確保の行動をとります。

（注）�安全を確保できるとは限らないため、
避難指示（警戒レベル４）までに必
ず避難しましょう。

～～～～～～～～～～＜ 警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

４
避難指示（町が発令）
洪　　水 　氾濫危険情報

土砂災害 　土砂災害警戒情報

災害の
おそれ
高い

危険な場所から全員避難
●�危険な場所から避難場所など安全な場
所へ全員避難（立ち退き避難または屋
内安全確保）しましょう。

３

高齢者等避難（町が発令）
洪　　水 　氾濫警戒情報／洪水警報

土砂災害 　大雨警報（土砂災害）
災害の
おそれ
あり

危険な場所から高齢者等は避難
●�避難に時間がかかる高齢者や障がいの
ある人とその支援者は危険な場所から
避難（立ち退き避難または屋内安全確
保）しましょう。
●�高齢者等以外の人も必要に応じ、避難
の準備をしたり、自主的に避難しましょ
う。

２
注意報（大雨・洪水）
（気象台が発表） 気象状況

の
悪化

自らの行動を確認
●�ハザードマップなどで自宅周辺の災害リ
スクを確認したり、避難場所や避難経路、
避難のタイミングなど自らの避難行動を
確認しましょう。

１
早期注意情報
（気象台が発表）

気象状況
悪化の
おそれ

災害への心構えを高める
●�細心の防災気象情報に注意して、災害
への心構えを高めましょう。

お問い合わせ　お問い合わせ　　　総務課　総務課　☎（82）２２１1　IP ☎９（82）２２１1☎（82）２２１1　IP ☎９（82）２２１1時間を表す用語

雨の強さを表す用語

※ 季節に関係なく一年を通して３時間ごとに８つの用語で表します。
午　前

未　明 明け方
00時

1時間雨量（ミリ）
予報用語

10以上～20未満
やや強い雨

20以上～30未満
強い雨

30以上～50未満
激しい雨

50以上～80未満
非常に激しい雨

80以上
猛烈な雨

03時 06時 09時 12時 15時 18時 21時 24時

朝 昼　前 昼過ぎ 夕　方 夜のはじめ頃 夜遅く
午　後

台風について
進路による鳥取県の特性
・日本海側を通ると風に注意 
・太平洋側を通ると雨に注意

強 さ 最大風速  
・強い 33m/s ～ 44m/s
・非常に強い 44m/s ～ 54m/s
・猛烈な 54m/s 以上
大きさ 風速15m/s以上の半径
・大型 500㎞ ～ 800㎞未満
・超大型 800㎞以上

・南寄りの強風に注意。
・降水量は多くない。

・通過するまでは南から東寄りの強風、
　通過後は北から西寄りの強風に注意が
　必要。
・大雨にも留意。

・北寄りの風で地形性の降水量が多くなる。
　大雨に注意。
・規模によっては、北寄りの強風にも注意。

台風

進行方向

中心に吹き込む風

中心に吹き込む風台風を動かす流れ

台風を動かす流れ

台風を動かす流れ
と台風の中心に吹
き込む風が反対と
なり風が弱くなる

注：強い風であることに変わりはない！

台風を動かす
流れに台風の
中心に吹き込
む風が加わり
強くなる
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　防災ハザードマップ
　各家庭にお配りしているハザードマップで、お住いの地域の危険区域等の情
報を把握していただき、避難所までの安全な経路や約束ごとなど、日ごろから
家庭や地域で話し合っておきましょう。
　戸建て木造住宅の耐震化補助制度
　昭和56年以前に建てられた住宅に対して、耐震診断（無料）、耐震改修設計、
耐震改修工事に係る費用の一部を助成しています。
　耐震工事を受けたい、耐震化について聞きたいという方は、お気軽にお問合
せください。
住宅耐震化助成制度
○耐震診断　診断費用を助成（無料：２階建て以下で延べ面積220㎡以内）その他は有料です。
○耐震改修設計＋耐震改修工事（住宅耐震化総合支援メニュー）
　最大112万円を助成（設計12万円、工事100万円）

　気象関係の時間を表す用語、雨の強さを表す用語

線状降水帯について
　【線状降水帯とは】
　・�次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなし、
組織化した積乱雲群によって、数時間にわたりほぼ
同じ場所を通過または停滞することで作り出される線状に延びる長さ 50～ 300㎞程度、幅 20～ 50㎞程度の
強い降水を伴う雨域のことをいいます。

　・�発生が予想される場合は、最初に「顕著な大雨に関する気象情報」を発表して、発生後の呼びかけを行います。
　・�線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で降り続く状況を「線状降水帯」というキーワードで警戒を呼
びかけます。

　・�線状降水帯は、その発生・停滞・持続の予測が難しく、この呼びかけを行って必ずしも発生するというわけで
はありません。

　【線状降水帯の予測精度の向上に向けた取組み】
　・観測の強化 ▶ 気象レーダーの強化、気象衛星ひまわり 10号の運用（'22 年から９号が運用中）
　・予測の改善 ▶ �線状降水帯解析・検出技術の向上、観測データの利用高度化、スーパーコンピュータ「富岳」やＡＩ活用
　・情報の改善 ▶ �数時間前から大雨災害発生の危険度に関する情報等を提供できるよう各種情報や数値モデルの

精度向上

時間を表す用語

雨の強さを表す用語

※ 季節に関係なく一年を通して３時間ごとに８つの用語で表します。
午　前

未　明 明け方
00時

1時間雨量（ミリ）
予報用語

10以上～20未満
やや強い雨

20以上～30未満
強い雨

30以上～50未満
激しい雨

50以上～80未満
非常に激しい雨

80以上
猛烈な雨

03時 06時 09時 12時 15時 18時 21時 24時

朝 昼　前 昼過ぎ 夕　方 夜のはじめ頃 夜遅く
午　後

台風について
進路による鳥取県の特性
・日本海側を通ると風に注意 
・太平洋側を通ると雨に注意

強 さ 最大風速  
・強い 33m/s ～ 44m/s
・非常に強い 44m/s ～ 54m/s
・猛烈な 54m/s 以上
大きさ 風速15m/s以上の半径
・大型 500㎞ ～ 800㎞未満
・超大型 800㎞以上

・南寄りの強風に注意。
・降水量は多くない。

・通過するまでは南から東寄りの強風、
　通過後は北から西寄りの強風に注意が
　必要。
・大雨にも留意。

・北寄りの風で地形性の降水量が多くなる。
　大雨に注意。
・規模によっては、北寄りの強風にも注意。

台風

進行方向

中心に吹き込む風

中心に吹き込む風台風を動かす流れ

台風を動かす流れ

台風を動かす流れ
と台風の中心に吹
き込む風が反対と
なり風が弱くなる

注：強い風であることに変わりはない！

台風を動かす
流れに台風の
中心に吹き込
む風が加わり
強くなる
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ご
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い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

　

５
月
21
日
（
火
）、
若
桜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
山

陰
福
山
通
運
株
式
会
社
と
災
害
時
の
物
資
輸
送
に
関

す
る
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
時
に
効
果
的
な
協
力

体
制
を
迅
速
に
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
避
難
所

等
へ
の
支
援
物
資
の
輸
送
や
物
資
拠
点
施
設
の
運
営

補
助
等
の
協
力
な
ど
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
る

も
の
で
す
。

　

大
量
輸
送
が
可
能
な
大
型
車
両
か
ら
狭き
ょ
う
あ
い
ろ

隘
路
で
は

小
型
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た

多
様
な
車
両
を
保

有
す
る
輸
送
の
プ

ロ
に
協
力
い
た
だ

く
こ
と
で
、
万
が

一
の
際
に
は
支
援

物
資
の
安
定
供
給

が
行
え
る
も
の
と

大
い
に
期
待
し
ま

す
。

�

（
総
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課
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元
　
若
桜
町
消
防
団
副
団
長

　
　

淵ふ
ち
見み　
龍た
つ
ひ
こ彦　

さ
ん
（
70
）

▲�土井支店長（左）と上川町長

▲�淵見龍彦さん（左）と上川町長

　

淵
見
龍
彦
さ
ん
は
昭
和
53
年
11
月
か
ら
平
成
23
年
4

月
ま
で
32
年
5
か
月
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
団
員
及

び
消
防
幹
部
と
し
て
団
員
の
育
成
・
指
導
に
あ
た
り
、

ま
た
火
災
そ
の
他
の
災
害
の
防
御
に
邁
進
し
、
消
防
の

使
命
達
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
７
日
に
叙
勲
伝
達
式
が
知
事
公
邸
で
行
わ
れ
、

お
披
露
目
式
が
役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

淵
見
さ
ん
は
「
長
年
に
わ
た
り
私
を
支
え
て
く
れ
た

皆
様
に
感
謝
し
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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若
桜
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
志
水
賢
一

さ
ん
が
、

さ
ん
が
、
55
月月
2121
日
、
総
務
省
中
国
四
国
管

日
、
総
務
省
中
国
四
国
管

区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
水
さ
ん
は
、
平
成

　

志
水
さ
ん
は
、
平
成
2929
年年
44
月
に
総
務
大

月
に
総
務
大

臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
に

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
に

関
す
る
困
り
ご
と
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
て
き

関
す
る
困
り
ご
と
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
度
、
多
年
に
わ
た
る
功
績
が

ま
し
た
。
こ
の
度
、
多
年
に
わ
た
る
功
績
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
水
さ
ん
は
、
毎
月

　

志
水
さ
ん
は
、
毎
月
11
回
、
若
桜
町
社
会

回
、
若
桜
町
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ド
リ
ー
ミ
ー
」
で
相
談
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ド
リ
ー
ミ
ー
」
で
相
談
所

を
開
設
し
て
お
り
、
開
設
日
時
は
行
事
予
定

を
開
設
し
て
お
り
、
開
設
日
時
は
行
事
予
定

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
お
気

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
お
気

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

��

（
町
民
課
）

（
町
民
課
）

▲志水賢一委員
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今
日
か
ら
始
め
る
！

今
日
か
ら
始
め
る
！

　　
  

熱
中
症
対
策

熱
中
症
対
策

　

梅
雨
明
け
以
降
は
、
気
温
が

高
い
日
が
増
え
ま
す
。
ま
だ
、

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
た

め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
外
出
時
だ
け
で
な
く
室

内
で
起
こ
る
こ
と
も
多
く
、
重

症
化
し
や
す
い
病
気
で
す
。
熱

中
症
を
防
ぐ
た
め
に
、
暑
さ
に

負
け
な
い
体
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
！

始めましょう！！

いせつにしよう！

ん食（３食）食べて

しきしてこまめに

ールな（すずしい）時間帯に

睡　眠睡　眠

体力向上体力向上

水分補給水分補給

体づくりを体づくりを

　夜間に熱中症になることもありま
す。寝る前には水分補給をし、エアコ
ンを積極的に使いましょう。また、体
を十分に休め、疲れを残さないことも
必要です。

　食事は栄養と水分の重要な供給源
です。特に朝ごはんはしっかり食べ、
１日の体力を補給するようにしましょ
う。

　１時間に１回、コップ 1
杯を目安に水を飲むなど、
意識して水分を摂るように
しましょう。

１日１回涼しい時間帯を選ん
で、ウォーキングなど汗をか
く運動をし、体力づくりをし
ましょう。

暑さに負けず、元気に今年の夏を乗り越えるためにも、

　「水分補給」「食事」
　　　　「運動（体力づくり）」「睡眠」
のサイクルを大切にし、熱中症対策をがんばりましょう！！

たた

たた

いい

いい

ささ

ささ

くく

くく
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今
年
度
の
町
民
大
運
動
会
か
ら
７
支
隊
編
成
に

今
年
度
の
町
民
大
運
動
会
か
ら
７
支
隊
編
成
に

～
若
桜
町
体
育
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

　

令
和
５
年
度
の
町
民
大
運
動
会

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り
の

開
催
で
し
た
。
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

半
日
開
催
な
が
ら
充
実
し
た
運
動
会

で
し
た
が
、
全
体
と
し
て
参
加
者
の

減
少
は
否
め
な
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

運
動
会
終
了
後
、
各
公
民
館
長
さ

ん
へ
「
運
動
会
全
般
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、「
人

口
減
少
に
伴
い
選
手
集
め
が
大
変
で

あ
る
」
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
実
際
に
団
体
種
目
に
出
場
さ

れ
な
か
っ
た
支
隊
が
多
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
三
役
会
で
協
議
し
、
再
度

２
月
下
旬
頃
に
「
支
隊
編
成
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
支
隊
再
編
を
望
む
意

見
が
多
数
と
な
り
三
役
会
及
び
理
事

会
で
協
議
し
、
７
支
隊
の
編
成
案
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
の
体
育
協
会
評
議
委
員

会
で
支
隊
再
編
を
諮
り
ま
し
た
が
結

論
を
出
す
に
至
ら
ず
、
改
め
て
５
月

16
日
に
臨
時
評
議
委
員
会
を
開
催

し
、
賛
同
多
数
に
よ
り
、
今
年
度
か

ら
７
支
隊
編
成
で
町
民
運
動
会
を
実

施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
団
体
種
目
参

加
率
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
今
ま
で

２
組
13
支
隊
で
行
っ
て
い
た
団
体
競

技
が
１
組
７
支
隊
で
行
え
る
こ
と
と

な
り
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
参
加
し

や
す
い
新
た
な
競
技
種
目
の
追
加
な

ど
、
運
動
会
の
活
性
化
を
図
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

支
隊
再
編
初
年
度
と
な
り
ま
す
の

で
、
各
支
隊
に
お
い
て
は
様
々
な

ご
苦
労
等
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
町
民
大
運
動
会
は
町
民
の
皆
様

が
一
同
に
会
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、「
見
て
楽
し
い
」「
参
加
し
て

楽
し
い
」
運
動
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
運
動
会
は
９
月
29
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
事
務
局

お
問
い
合
わ
せ　
　
☎（
82
）２
２
１
３

《再編前》～ R ５（13 支隊）
支隊 集落名

1支隊 須澄、岩屋堂、栃原、中原、加
地、大野、小船、久曽木、落折

２支隊 吉川

３支隊 浅井、若葉団地、大炊、岸野、
糸白見、根安

４支隊 香田、長砂、湯原、渕見、茗荷
谷、𣇃米

５支隊 新町
６支隊 山田町
７支隊 上町
８支隊 中町
９支隊 下町
10支隊 西町
11支隊 農人町

12支隊 あかまつ団地、寺所、馬場、内
町、赤松、来見野、諸鹿

13支隊 三倉、上高野、高野、口屋堂羅、
屋堂羅

《再編後》R ６～（７支隊）
支隊 集落名

1支隊 須澄、岩屋堂、栃原、中原、加地、
大野、小船、落折、吉川

２支隊
浅井、若葉団地、大炊、岸野、
糸白見、根安、香田、長砂、湯原、
渕見、茗荷谷、𣇃米

３支隊 新町、山田町

４支隊 上町、中町、下町

５支隊 西町、農人町

６支隊 あかまつ団地、寺所、馬場、内町、
赤松、来見野、諸鹿

７支隊 三倉、上高野、高野、口屋堂羅、
屋堂羅

0606広報わかさ2024 年７月号広報わかさ2024 年７月号



お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

　
☎（
82
）２
２
３
３　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
３

食
品
ロ
ス
の
削
減
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

食
品
ロ
ス
の
削
減
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

可
燃
ご
み
の
３
分
の
１
以
上
は
生
ご
み
で
す
。
ま
た
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

　

可
燃
ご
み
の
３
分
の
１
以
上
は
生
ご
み
で
す
。
ま
た
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
「
食
品
ロ
ス
」
の
半
数
は
家
庭
か
ら
出
て
お
り
、

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
「
食
品
ロ
ス
」
の
半
数
は
家
庭
か
ら
出
て
お
り
、

１
人
当
た
り
１
年
間
に

１
人
当
た
り
１
年
間
に
4242
ｋｇ
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｋｇ
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
含
め
た
多
く
の
ご
み
は
、
成
分
の
大
半
が
水
分
で
あ
る
た
め
焼

　

食
品
ロ
ス
を
含
め
た
多
く
の
ご
み
は
、
成
分
の
大
半
が
水
分
で
あ
る
た
め
焼

却
に
た
く
さ
ん
の
燃
料
を
使
う
必
要
が
あ
り
、環
境
へ
の
負
荷
（
Ｃ
Ｏ

却
に
た
く
さ
ん
の
燃
料
を
使
う
必
要
が
あ
り
、環
境
へ
の
負
荷
（
Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
）

の
排
出
）

が
増
加
し
ま
す
。

が
増
加
し
ま
す
。

♦♦��

家
庭
か
ら
の
生
ご
み
と

家
庭
か
ら
の
生
ご
み
と

　
「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　
「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

○○��

買
い
物
は
必
要
に
応
じ
て
、
食
材

買
い
物
は
必
要
に
応
じ
て
、
食
材

を
買
い
す
ぎ
な
い

を
買
い
す
ぎ
な
い

○○��

賞
味
期
限
・
消
費
期
限
を
チ
ェ
ッ

賞
味
期
限
・
消
費
期
限
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る　
　

ク
す
る　
　

○
食
材
は
無
駄
な
く
使
う

○
食
材
は
無
駄
な
く
使
う

○○��

食
事
は
適
量
を
つ
く
り
・
食
べ
残

食
事
は
適
量
を
つ
く
り
・
食
べ
残

し
を
出
さ
な
い　

し
を
出
さ
な
い　

○
生
ご
み
処
理
機
を
利
用
す
る　

○
生
ご
み
処
理
機
を
利
用
す
る　

　　

��　

生
ご
み
を
減
ら
し
、
肥
料
と
し

　

生
ご
み
を
減
ら
し
、
肥
料
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

※※��

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
（
容
器
）

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
（
容
器
）

購
入
費
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

購
入
費
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

♦♦��
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に

　
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
で

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
で

余
っ
て
い
る
食
品
を
福
祉
施
設
な
ど

余
っ
て
い
る
食
品
を
福
祉
施
設
な
ど

に
届
け
る
活
動
で
す
。
若
桜
町
役
場

に
届
け
る
活
動
で
す
。
若
桜
町
役
場

に
も
素
麺
や
お
茶
な
ど
の
寄
付
が
寄

に
も
素
麺
や
お
茶
な
ど
の
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
の
実
施
に
つ
い
て
は

　

７
月
の
実
施
に
つ
い
て
は
IPIP
で
お
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

　農地法（昭和27年７月法律第229号）第３条の３第１項の規定により、相続等により農地法
の許可を受けることなく、農地の権利を取得した者は、農業委員会にその旨を届出なければ
なりません。農業委員会は、届出の受理後に、適正利用が図れるよう農地利用のあっせん等
を行います。
（届出が必要な方）
農地法の許可を要さずに農地の権利を取得した者
・相続（遺産分割、包括遺贈を含む）
・時効取得（20年以上、第３者所有の農地を占用し続ける）

（届出について）
・農業委員会窓口にて届出書を配布します。届出書に必要事項を記載し、提出してください。
・�この届出は、農業委員会が農地の権利移動を把握するためのものです。（権利取得の効力
を発生させるものではありません。）所有権移転登記に代わるものではないため、法務局
での登記が別途必要になります。

６月５日（水）に農業委員会総会を開催しました。

お問い合わせお問い合わせ
農業委員会事務局　農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2238☎82-2236　IP ☎9-82-2238

報告事項
・公共工事の施工に伴う付帯施設設置に係る農地転用	 ２件
審議事項
・利用権設定等計画	 １件
・農地法第５条第１項の規定による許可申請	 １件

届出について届出について
農地の相続等の農地の相続等の◉農業委員会からのお知らせ
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第２回グリーンスローモビリティ
実証実験運行を行います

　昨年度に引き続き、第２回目となる「グリーンスローモビリティ（通称：グリスロ）」の実証実験運
行を行います。買い物や通院など日常生活のほか、観光やちょっとしたアトラクションとしてもご
乗車いただけます。この機会に「グリスロ」を是非ご利用ください♪

１．実証実験運行の内容

１  運 行 期 間　　令和６年７月20日（土）～８月16日（金）
２  運　行　日　　月・木・金・土・日
３  乗 車 運 賃　　無料
４  運 行 内 容　　�若桜宿内で「まちなかルート」の３路線を路線定期運行（※１）、「鬼ヶ城ルー

ト」・「郷土文化の里ルート」の２路線を区域運行（※２）により行います。
ご利用方法等の詳しい内容については、折込チラシをご覧ください。

　　　　　　　　　　※１　ルート、ダイヤを定めて定期に運行
　　　　　　　　　　※２　ルートを定めて、利用者の希望があった際に運行

２．注意事項・皆様へのお願い

１  悪天候の際は運行を中止させていただきますので、あらかじめご了承ください。
２  駐停車禁止場所（交差点や横断歩道、路線バス停留所付近など）では乗降できません。
３  未就学児のお子様は、保護者の方の同伴が必要です。
４  ご利用の際は、アンケートのご協力をよろしくお願いします。
５  �「グリスロ」は時速20km未満で運行します。車でご通行の皆様には安全運行にご理解とご協
力をよろしくお願いします。

お問い合わせ
　　企画政策課　☎82－２２３１　IP ☎９－82－２２３１

▲�グリーンスローモビリティ（７人乗り）　写真提供 ヤマハ発動機株式会社

この機会に
「グリスロ」を

是非ご利用
ください♪
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お
問
い
合
わ
せ

　
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
☎
０
８
５
８（
32
）１
０
９
９

　
税
務
課

　
　
☎（
82
）２
２
３
４　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
４

お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課

　
　
☎（
82
）２
２
３
１　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
１

令
和
６・７
年
度

令
和
６・７
年
度

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
率
に
つ
い
て

保
険
料
率
に
つ
い
て

　

令
和
６
・
７
年
度
の
保
険
料
率
が
、
令
和
６
年

　

令
和
６
・
７
年
度
の
保
険
料
率
が
、
令
和
６
年

第
１
回
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

第
１
回
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
定
例
会
で
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
加
入

会
定
例
会
で
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
加
入

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
さ
ら
な
る
ご
負
担
を
い
た
だ

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
さ
ら
な
る
ご
負
担
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

令和６・７年度 令和４・５年度

所 得 割 率 10.64％ 9.10％

均 等 割 額 52,138 円 47,436 円

賦課限度額 80 万円 66 万円

※�令和 6年度に限り、激変緩和措置により次
の措置が講じられます。
①�所得率が、賦課の元となる所得金額が 58
万円以下の方は、9.83%になります。
②�昭和 24 年 3月 31 日以前に生まれた方は、
賦課限度額が 73万円になります。

令
和
６
年
度　

令
和
６
年
度　

若
桜
町
人
材
育
成
事
業
補
助
金
審
査
結
果

若
桜
町
人
材
育
成
事
業
補
助
金
審
査
結
果

　

若
桜
町
は
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
振
興
に
繋
が
る
個
人
や
団
体
の
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
13
日
（
木
）
に
「
若
桜
町
人
材
育
成
基

金
運
営
委
員
会
」
を
開
催
し
、
各
申
請
者
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
今
年
度
の
補
助
対
象
事
業

を
決
定
し
ま
し
た
。
対
象
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

申
請
者
／
事
業
名

事
業
概
要

1

池
田
を
も
り
あ
げ

る
会
「
池
田
寄
席
」

　

地
区
の
住
民
に
落
語
を
楽
し

み
、
笑
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
と
、
広
く
住
民
相

互
の
親
睦
を
図
る
。
若
桜
町
観
光

大
使
で
池
田
地
区
に
縁
の
あ
る
落

語
家
「
桂
ま
ん
我
」
氏
を
招
き
、

独
演
会
を
行
う
。

2

吉
川
ワ
イ
ワ
イ
ク

ラ
ブ「
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
in
吉
川
」

　

高
齢
化
と
若
者
減
少
が
著
し
い

吉
川
地
区
で
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

飾
り
、「
寄
来
屋
」
を
会
場
に
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
や
地
元
有
志
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
町
内
外
の
方

と
交
流
す
る
。

3

若
桜
に
ぎ
わ
い
創

出
実
行
委
員
会「
若

桜
に
ぎ
わ
い
創
出
」

　

道
の
駅
若
桜
に
併
設
さ
れ
て
い

る
「
さ
く
ら
オ
ー
ト
バ
イ
神
社
」

を
隼
駅
ま
つ
り
に
集
ま
っ
た
ラ
イ

ダ
ー
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
若

桜
町
の
特
産
品
で
あ
る
ジ
ビ
エ
料

理
を
食
べ
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
。

　

鳥
取
県
と
兵
庫
県
に
ま
た
が
る
氷
ノ
山
の

夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告
げ
る
「
わ
か
さ
氷

ノ
山
夏
山
開
き
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
氷
太
く
ん
前
駐
車
場
で
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
若
桜
氷
ノ
山
樹
氷
太

鼓
の
会
の
演
奏
を
合
図
に
多
く
の
登
山
客
が

山
頂
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
、
約
２
５
０
名
が
参
加
し
て
登

山
客
の
安
全
を
祈
願
し
た
山
頂
祭
が
営
ま
れ

た
ほ
か
、
神
事
の
後
に
は
宍
粟
市
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
宍
粟
市
の
中
田
教
育
長
、

上
川
町
長
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行
わ
れ
、

勝
ち
残
っ
た
方
に
は
両
市
町
の
特
産
品
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
緑
と
す
が
す
が
し
い
青
空
の
も
と
、
家

族
連
れ
や
仲
間
同
士
の
登
山
客
で
賑
や
か
な

夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
経
済
産
業
課
）▲山頂でのじゃんけん大会の様子

わ
か
さ
氷
ノ
山
夏
山
開
き

わ
か
さ
氷
ノ
山
夏
山
開
き

５
月
26
日
日
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▲ガイナーレ鳥取の選手と交流する子どもたち

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

「
復
活
公
園
遊
び
＠
若
桜
町
」

「
復
活
公
園
遊
び
＠
若
桜
町
」

　

八
幡
広
場
を
会
場
に
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
の
坂
本

敬
、
常
安
澪
、
西
田
結
平
の
３
選
手
を
迎
え
て
「
復

活
！
公
園
遊
び
＠
若
桜
町
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
町

内
の
子
ど
も
た
ち
約
20
名
が
参
加
し
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
「
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
」
や
「
警
ド
ロ
」

な
ど
、
選
手
と
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
６
月
22
日
（
土
）
の
Ｆ
Ｃ
岐
阜
と
の
試
合

前
に
は
「
若
桜
町
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
イ
」
を
開
催
し
、

町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
特
産
で
あ
る
鹿
肉
の
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。

�

（
経
済
産
業
課
）

６
月
１
日
土

６
月
３
日
月

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
森
林
づ
く
り
、
み
ど
り
の
造

成
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
３

月
25
日
か
ら
５
月
31
日
を
募
金
期
間
と
定
め
て
、
緑

の
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

若
桜
町
内
の
各
自
治
会
や
企
業
、
若
桜
学
園
な

ど
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
内
で
寄
せ
ら
れ
た
募
金
の
合
計
額
は
２
４
４
，

４
８
５
円
と
な
り
、
森
林
の
整
備
や
各
地
域
、
学
校
、

公
共
施
設
の
緑
化
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

�

（
経
済
産
業
課
）

▲ナンジャモンジャと設置された標柱

▲�若桜学園でとりまとめた募金を上川町長へ手渡す生徒会執行
部の皆様

緑
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き

緑
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

愛
知
県
在
住
の
長
谷
川
観
光
大
使
寄
贈

愛
知
県
在
住
の
長
谷
川
観
光
大
使
寄
贈

「
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
」
の
標
柱
設
置

「
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
」
の
標
柱
設
置

　

平
成
23
年
に
若
桜
町
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
の
長
谷
川
孝

一
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
若
桜
学
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
に

植
栽
し
た
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
の
苗
木
22
本
が
白
い
花
を

咲
か
せ
る
ま
で
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
と
は
、見
慣
れ
な
い
立
派
な
植
物
、

怪
木
や
銘
木
に
対
し
て
つ
け
ら
れ
た
愛
称
で
、
樹
種
は
モ

ク
セ
イ
科
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ
コ
と
い
い
ま
す
。

　

若
桜
学
園
に
は
様
々
な
植
栽
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

植
物
の
種
名
や
植
栽
さ
れ
た
経
緯
の
案
内
表
示
が
な
か
っ

た
た
め
、
学
園
生
徒
会
執
行
部
な
ど
関
係
者
に
よ
り
標
柱

の
設
置
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
５
月
頃
に
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
型
の
白
い
花
が
咲
き
ま

す
の
で
、
お
近
く
を
訪
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
い
た
だ

き
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

�

（
経
済
産
業
課
）

６
月
13
日
木
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　今年度第２回目となる５月のイチオシ若桜メシでは、豆乳野菜スープ、つくしんぼウイ
ンナー、スナップえんどうのサラダが並びました。
　４年生の皆さんはウインナーをパンにはさんで美味しそうに食べていました。
　次回もイチオシ若桜メシの提供と「イチオシレシピ」を掲載してまいりますので
お楽しみに！ 

若桜学園給食に地元食材を提供する

「イチオシ若桜メシ」

若桜町役場 Facebookで給食の様子を紹介しています！

第2回
5/22

▲イチオシ若桜メシを楽しむ児童たち

鶏むね肉 40g
たまねぎ 100g
じゃがいも 100g
にんじん 20g
ほうれん草 40g
サラダ油 小さじ１
小麦粉 大さじ１

栄養価　　エネルギー　71kcal　たんぱく質　6.0g　カルシウム　15mg　食塩相当量　0.4ｇ

材料（４人分） 作り方
① 鶏むね肉は一口大に切る。たまねぎは薄切り、じゃがいもは角切り、に

んじんはいちょう切りにする。ほうれん草は下茹でして２ｃｍ幅に切って
おく。

② 鍋にサラダ油を熱し、鶏むね肉を炒める。肉の色が変わったらたまね
ぎ、じゃがいも、にんじんを加え、小麦粉を振り入れながらよく炒める。

③ 水と固形コンソメを加え、野菜が柔らかくなるまで煮る。
 　無調整豆乳と下茹でしたほうれん草を加え、弱火で５分程度煮込み、

塩、こしょうで味を整える。

『イチオシレシピ』 豆乳野菜スープ  イチオシ若桜メシをご家庭でも！

〇豆乳野菜スープ
　豆乳（味工房）

★料理名とイチオシ若桜メシ
〇つくしんぼウインナー
　ウインナー（つくしんぼ）

〇スナップえんどうのサラダ
　スナップえんどう（給食野菜グループ）

水 400ml
固形コンソメ
 １個（５g）
無調整豆乳
 100ml
塩、こしょう
 適量

農
業
を
通
し
て
地
域
を
守
る
！

 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
就
任

　

若
桜
町
で
は
農
山
村
の
活
性
化
に
意

欲
の
あ
る
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域

に
お
け
る
活
動
を
通
し
て
地
域
力
を
維

持
・
強
化
す
る
た
め
、
都
市
地
域
か
ら
若

桜
町
へ
移
住
し
て
地
域
お
こ
し
に
取
り

組
む
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
新
た
に
農
業
部
門
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
宮
﨑
良
太
さ
ん
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
宮
﨑
さ
ん
は
、
島
根

県
奥
出
雲
町
で
米
の
生
産
に
携
わ
っ
た

経
験
が
あ
り
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
、

若
桜
の
農
業
の
発
展
に
手
腕
を
発
揮
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
㈲
若
桜
農
林
振
興
で
若
桜
の

農
業
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

農
作
業
等
で
各
集
落
に
伺
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
見
か
け
た
際
は
ぜ

ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
町
民
の
皆
さ

ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
経
済
産
業
課

　
　
☎（
82
）２
２
３
８　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
８ ▲�精米施設の説明を受ける宮﨑さん

宮み
や
ざ
き﨑　
良り

ょ
う
た太

　
さ
ん

若
桜
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
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〝が
ん
ば
る
〟

　
　  

ト
ーク

町長発！

　

梅
雨
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
田
ん
ぼ
の
稲

も
ス
ク
ス
ク
と
生
育
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
今
月
号
で
は
本
町
の
農
業
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
す
。

　

本
町
の
農
業
は
、
山
間
地
で
日
当
た

り
が
悪
く
零
細
な
圃
場
が
多
い
た
め
、
稲

作
を
主
体
に
白
ネ
ギ
や
ソ
バ
な
ど
の
転
作

作
物
等
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
的
な
農

業
生
産
が
主
流
で
す
。
近
年
は
、
農
家

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
耕
作
が

困
難
な
圃
場
が
増
え
、
中
核
的
な
担
い

手
で
あ
る
農
業
法
人
組
織
へ
の
農
地
の

集
積
と
作
業
の
委
託
に
よ
り
、
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
を
何
と
か
抑
え
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

農
業
法
人
の
一
つ
で
あ
る
有
限
会
社

若
桜
農
林
振
興
は
、
町
が
約
９
割
を
出

資
し
て
お
り
、
町
内
の
農
地
の
維
持
や
農

業
生
産
を
支
え
て
い
ま
す
。
一
昨
年
、
認

定
農
業
者
の
資
格
を
取
得
し
、
農
業
機

械
の
整
備
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
を
図

り
つ
つ
、
営
農
活
動
を
本
格
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。
耕
作
面
積
は
毎
年
増
え
て
い

ま
す
が
、
営
農
部
門
の
経
営
は
、
米
価
の

低
迷
や
肥
料
、
農
薬
、
燃
料
、
資
材
費
な

ど
の
高
騰
・
高
止
ま
り
に
よ
り
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
今

年
、
集
落
営
農
組
織
「
糸
白
見
」
の
農

地
を
引
き
継
ぎ
、
耕
作
面
積
が
倍
増
す

る
た
め
、
収
量
が
大
幅
に
増
え
る
米
の

販
路
開
拓
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
桜
農
林
振
興
は
、
町
の
精

米
施
設
や
エ
ゴ
マ
加
工
施
設
の
指
定
管

理
を
受
け
、
若
桜
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
エ

ゴ
マ
商
品
の
特
産
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
味
工
房
の
管
理
運
営
も
担
い
、

豆
腐
、
山
菜
お
こ
わ
、お
や
き
な
ど
の
人

気
商
品
の
加
工
販
売
を
行
う
ほ
か
、
林

道
や
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
除
草
作
業

も
町
か
ら
受
託
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

決
算
で
は
、こ
う
し
た
複
合
経
営
で
何
と

か
最
終
黒
字
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
町

の
農
業
の
最
後
の
砦
と
し
て
の
重
責
を

期
待
さ
れ
る
中
、
持
続
可
能
な
経
営
体

制
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

さ
て
、
先
の
通
常
国
会
で
は
、
今
後

の
農
業
の
方
向
性
を
指
し
示
す
改
正
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
成
立
し
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど

に
伴
う
世
界
の
食
料
需
給
の
変
動
、
地

球
温
暖
化
の
進
行
、
我
が
国
の
人
口
減

少
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
の

変
化
を
受
け
、
改
正
法
に
は
、
食
料
安

全
保
障
の
確
保
、
環
境
と
調
和
の
取
れ

た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
農
業
の
持
続

的
な
発
展
、
農
村
の
振
興
な
ど
の
目
標

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
よ
う

な
山
間
地
農
業
の
課
題
に
対
し
て
、
今

後
国
が
策
定
す
る
基
本
計
画
の
中
で
ど

の
よ
う
な
処
方
箋
が
示
さ
れ
る
の
か
、
注

目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

氷
ノ
山
か
ら

　

鳥
取
市
内
で
は
毎
日
35
℃
が
当

た
り
前
と
い
っ
た
酷
暑
の
年
が
続

い
て
い
ま
す
。
で
は
ど
う
や
っ
て

暑
い
夏
を
や
り
過
ご
す
か
？　

熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
喉
の
渇

き
を
感
じ
る
前
に
水
分
補
給
を
す

る
こ
と
、
ま
た
汗
で
体
内
の
塩
分

が
多
量
に
排
出
さ
れ
る
の
で
塩
分

の
補
給
も
大
切
で
す
。
私
も
梅
雨

の
頃
に
登
山
を
し
て
頂
上
を
目
前

に
足
が
上
が
ら
な
い
、
目
眩
が
す

る
と
い
っ
た
症
状
が
出
て
登
頂
を

断
念
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中

腹
ま
で
下
山
し
て
ラ
ー
メ
ン
を
食

べ
た
ら
シ
ャ
キ
ッ
と
し
ま
し
た
の

で
や
は
り
塩
分
不
足
が
原
因
だ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
中
は
暑

い
の
で
農
作
業
な
ど
を
朝
夕
に
す

る
方
も
多
い
こ
と
で
す
が
、
特
に

夕
方
は
気
温
が
落
ち
切
ら
な
い
ま

ま
湿
度
は
急
激
に
上
が
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。　

　

若
桜
町
な
ら
で
は
の
避
暑
が
沢

遊
び
で
す
。
つ
く
よ
ね
の
ワ
サ
ビ

谷
で
は
真
夏
で
も
水
温
が
12
℃
、

諸
鹿
渓
谷
は
15
℃
く
ら
い
で
水
量

も
豊
か
で
す
。
安
全
に
十
分
配
慮

を
し
て
楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　

響
の
森
で
は
「
大

人
の
趣
味
講
座　

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
！
」
を
7
月
13

日
に
行
い
ま
す
。
ま
た
家
族
や
職

場
の
仲
間
で
参
加
で
き
る
エ
コ
ツ

ア
ー
で
の
沢
登
り
も
あ
り
ま
す
の

で
こ
の
夏
は
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館
響
の
森

�

自
然
解
説
専
門
員　

松
平　

直
彦▲�諸鹿渓谷で沢遊び

「
沢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
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〝が
ん
ば
る
〟

　
　  

ト
ーク

町長発！

■
　�

健
康
づ
く
り
教
室

■
　�

読
み
聞
か
せ
教
室

　

笑
う
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
と
し
て

今
月
は
「
笑
っ
て
元
気
に
」
を
テ
ー

マ
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

た
。
所
長
が
子
ど
も
た
ち
に
し
た
マ

ジ
ッ
ク
を
高
齢
者
の
方
に
も
披
露
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
皆
さ
ん
が
目
を

丸
く
し
「
あ
れ
ま
ぁ
！
」
と
い
い
反

応
を
♪
。「
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
ん
な
さ

い
な
」
と
お
墨
付
き
ま
で
頂
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
う
ち
わ
」
を
つ
か
い
、
Ｐ

Ｐ
バ
ン
ド
で
作
っ
た
ボ
ー
ル
を
リ

レ
ー
形
式
で
渡
す
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。

　

ふ
わ
ふ
わ
の
ボ
ー
ル
を
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
隣
の
人
に
渡
す
様
子

は
、
息
を
す
る
事
も
忘
れ
る
ほ
ど
慎

重
に
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　

昔
な
つ
か
し
い
「
お
手
玉
」
を
使
っ

た
棒
倒
し
ゲ
ー
ム
は
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
取
り
進
め
て
行
き
、
倒
れ
た

ら
大
笑
い
！

　

集
う
こ
と
で
お
互
い
の
元
気
な
こ

と
を
確
認
し
、
世
間
話
に
花
が
咲
き
、

参
加
者
一
同
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

中
で
改
め
て
元
気
の
源
は
笑
う
こ
と

に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
月
の
絵
本
は
、「
キ
ャ
ベ
ツ
く
ん
」

で
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
く
ん
が
い
ろ
い

ろ
な
動
物
に
食
べ
ら
れ
た
ら
、
ど
ん

な
形
に
な
る
の
か
を
ブ
タ
や
ま
さ
ん

に
言
う
と
・
・
・
キ
ャ
ベ
ツ
く
ん
を

食
べ
た
動
物
た
ち
が
次
々
と
面
白
く

変
身
し
て
い
く
姿
に
大
笑
い
。

　

次
に
所
長
が
「
マ
ジ
ッ
ク
」
を
披

露
し
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
達
は
興

味
津
々
で
イ
ス
を
前
に
持
っ
て
行
き

釘
づ
け
！
ネ
タ
が
わ
か
る
と
真
剣
な

顔
か
ら
一
気
に
大
爆
笑
へ
。「
私
も
し

た
い
」「
次
、
僕
が
す
る
」
と
み
ん
な

が
マ
ジ
シ
ャ
ン
見
習
い
に
な
っ
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
黒
ひ
げ
危
機
一
髪
」
で
大

盛
上
が
り
の
う
ち
に
終
わ
り
と
な
り

ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　

　
　
　    

��

ーー
  
希
望
・
虹

希
望
・
虹
  
ーー
　

ア
イ
リ
ス

ア
イ
リ
ス    

　　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　
☎
＆

 （
82
）１
６
０
２

IP
☎ 

９（
82
）１
６
０
２

人
権
か
る
た

人
間
は
　
幸
せ
に
生
き
る
　
権
利
が
あ
る

５
月
21
日

５
月
16
日

▲「キャベツくん」

▲どれがいいかなぁ

▲「回れ回れ、あ！動いた～」

▲行くよ！

▲ドキドキ「黒ひげ危機一髪」

▲マジシャン徳田
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新　着　図　書

ほんほんのの

  ひろばひろばだよりだより

わかさ生涯学習情報館わかさ生涯学習情報館
	 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　	 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　 82-686182-6861
	 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日	 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日
	 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間	 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間

7 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

7 月 の 予 定

●乳幼児対象読み聞かせ    （読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】7月 18 日（木）10：30 ～　【場所】　情報館プレイルーム

●脳を元気にしよう「音読教室」  （情報館館長）

【日時】7月 19 日（金）14：00 ～　【場所】　情報館会議室

■は休館日

文　　　学 そ　の　他
・うつ蝉 辻堂　魁 ・雑草・山野草の呼び名事典 亀田　龍吉
・忘れえぬ 小杉　健治 ・書いてはいけない 森永　卓郎
・意趣 上田　秀人 ・地域人材を育てる手法 中塚　雅也
・きよのお江戸料理日記　　５ 秋川　滝美 ・ひとり分やる気１％レンジごはん ハマごはん
・鯖猫長屋ふしぎ草紙　　１１ 田牧　大和 ・図書館にまいこんだこどもの大質問 こどもの大質問編集部
・ゆうびんの父 門井　慶喜 ・図説エジプト「死者の書」 村治　笙子
・女の国会 新川　帆立 ヤング・児童書・絵本
・二人目の私が夜歩く 辻堂　ゆめ ・いつかあなたに出会ってほしい本 田村　文
・怪談刑事 青柳　碧人 ・都会のトム＆ソーヤ　　２１ はやみね　かおる
・さまよえる神剣 玉岡　かおる ・昔の道具で郷土ごはん 農文協
・不思議な時計 北村　薫 ・わがしやパンダ 香桃　もこ
・魂の歌が聞こえるか 真保　裕一 ・おもしろすぎる山図鑑 ひげ隊長
・レイアウトは期日までに 碧野　圭 ・さかのうえのねこ いとう　みく
・俺たちの箱根駅伝　　上・下 池井戸　潤 ・野球しようぜ！大谷翔平ものがたり とりごえ　こうじ
・斬首の森 澤村　伊智 ・ねじまきバス たむら　しげる
・対決 月村　了衛 ・なかよしかぜ 角野　栄子
・平家物語解剖図鑑 野中　哲照 郷　　　土
・ようこそ、ヒュナム洞書店へ ファン　ボルム ・鳥取県林業統計　令和５年度 鳥取県
・これだけ言って死にたい 佐藤　愛子 ・元鳥取県知事平林鴻三 鳥取県立公文書館

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

　貸出でスタンプを集める
と、6 つのコースから選べる
特産品が抽選で当たります。

　若桜町出身でペルー在住の
中島氏の絵画展です。27 日

（土）はギャラリートークを
開催します。

　読み聞かせグループ「もこ
もこ」の皆さんによる、特別
版の怖い話です。

20周年記念スタンプラリー20周年記念スタンプラリー
【期間】7月2日（火）～8月31日（土）

中島宣朗絵画展  うつろい中島宣朗絵画展  うつろい
【期間】7月27日（土）～8月28日（水）

夏休み読書会　怖い話夏休み読書会　怖い話
【期間】7月30日（火）、31日（水）
8月1日（木）、2日（金）、6日（火）

　平成 16年 7月1日の開館以来、20周年を迎えました。記念行事を開催しま
すので、ぜひ情報館へご来館ください。（詳しくは折込チラシなどをご覧ください。）
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子育て支援センター　遊びば
　（わかさこども園内）
　☎ 82-0011　IP ☎ 9-82-0011
　　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　９：30 ～ 15：30

遊びば
♪子育て支援センター♬

７月の行事
４日（木）　ベビーマッサージ
５日（金）　七夕まつり
８日（月）　お誕生会

10日（水）　子育て講演会（救急講習）
18日（木）　絵本の読み聞かせ
26日（金）　水と遊ぼう

　今年度初めてのリトミックにたくさんの
お友だちが集まりました。お母さんに抱っ
こされ、音楽に合わせて歩いたり、走っ
たり、止まったり…みんなにこにこの笑
顔。
　あいさつの歌の時には、みんなの様子
を見て自分の番が来るのを待っている姿
に集中力を感じました。目で感じるもの、
耳で感じるもの、手で感じるもの…リトミッ
クにはたくさんの刺激がありますね。次回
を楽しみにしている親子でした。

♪リトミック♪

予定・・・子育て講演会（絵本を通して）日時は未定

郷
土
文
芸   　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

余
命
わ
ず
か
邪
心
捨
て
ろ
と
天
の
声�

門
村
千
代

新
茶
飲
み
心
整
え
出
勤
だ�

門
村
千
代

下
剋
上
相
撲
だ
か
ら
目
が
は
な
せ
な
い�

川
上　

巧

気
乗
り
せ
ず
歩
く
散
歩
は
効
果
な
し�

川
上　

巧

孫
達
よ
邪
悪
な
心
持
た
な
い
で�

君
野
和
子

迂
回
し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
人
生
路�

君
野
和
子

楽
し
い
会
話
時
に
邪
心
が
見
え
か
く
れ�

車
井
信
惠

世
の
歪
み
多
す
ぎ
心
痛
く
な
る�

車
井
信
惠

邪
心
捨
て
一
歩
ず
つ
行
く
我
が
道
だ�

中
田
房
江

今
年
ま
た
後
十
年
を
予
約
す
る�

中
田
房
江

春
が
来
て
は
花
に
恵
ま
れ
幸
溢
れ�

矢
部
節
子

祭
来
た
六
年
越
し
の
大
祭
だ�

矢
部
節
子

正
論
を
吐
け
ば
邪
心
が
顔
を
出
す�

山
本
延
子

買
い
替
え
た
ス
マ
ホ
私
に
懐
か
な
い�

山
本
延
子

会
員
外

三
拍
子
ナ
ス
に
キ
ュ
ウ
リ
に
冷
や
奴�

大
山
す
み
れ

太
陽
が
夏
を
抱
き
し
め
離
さ
な
い�

大
山
す
み
れ

青
苔
の
き
ざ
は
し
険
し
沢
の
音�

石
山
ヨ
シ
エ

矢
車
草
風
に
ゆ
ら
ゆ
ら
遊
び
け
り�

中
尾
陽
子

紫
陽
花
の
色
と
り
ど
り
に
雨
の
中�

圓
井
節
美

薔
薇
園
の
ア
ー
チ
深
紅
に
飾
ら
れ
て�

　

茗
荷
恵
子

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）
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５
月
12
日（
日
）、ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

八
幡
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
体
験
す

る
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の

た
め
、
屋
内
運
動
場
へ
場
所
を
移
動
し
て
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

準
備
運
動
と
し
て
、
青
少
年
育
成
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
方
と
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
と「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
」と「
し
っ
ぽ
と
り
」

で
体
を
ほ
ぐ
し
、
そ
の
後
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
行
い
ま
し
た
。

　

屋
内
運
動
場
で
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
は
初
め
て
と
い

う
子
ど
も
た
ち
も
あ
り
ま
し

た
が
、
み
ん
な
で
一
緒
に
コ
ー

ス
を
回
り
、
時
に
は
笑
い
が

起
こ
り
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ

ー
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
次
回
の
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
も
参
加
し
た
い
」
と
い

う
参
加
者
の
声
も
聞
か
れ
、

仲
間
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご

せ
た
よ
う
で
す
。

　

５
月
26
日
（
日
）、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

花
屋
さ
ん
の
作
成
さ
れ
た
手
順
書
や
見
本
を
参
考
に
、「
花
の
高
さ

で
全
体
の
大
き
さ
が
決
ま
る
な
ぁ
」「
小
花
は
た
く
さ
ん
入
れ
る
ほ
ど
華

や
か
に
な
る
な
ぁ
」
な
ど
と
会
話
し
な
が
ら
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
プ

レ
ー
薔
薇
、
ア
リ
ス
ト
ロ

メ
リ
ア
な
ど
用
意
し
た
材

料
を
ハ
サ
ミ
で
切
り
分
け
、

土
台
の
ス
ポ
ン
ジ
に
差
し

込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、

「
思
っ
た
よ
り
簡
単
に
で

き
ま
し
た
」「
玄
関
に
飾

り
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
」
な
ど
と
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
公
民
館　
☎（
82
）１
５
８
４　
IP
☎
９（
82
）１
５
８
４

　
　
　
　
　
　
　
池
田
分
館　
　
　
☎（
83
）０
５
４
０　
IP
☎
９（
83
）０
５
４
０

公
民
館
ひ
ろ
ば

第
１
回
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

～
み
ん
な
で
楽
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

�
in
八
幡
ひ
ろ
ば
で
遊
ぼ
う
！
～

～
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
～

▲ホールインワンねらい！

▲よし！つぎは入れるぞ！

▲フラワーアレンジメントの参加者
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５
月
16
日
（
木
）、
21
名
が
社
会
見
学
に
出

か
け
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
因
久
山
焼
窯
元
で
は
、
江

戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
7
室
の
登
り
窯
が
健

在
で
3
年
に
1
度
火
入
れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、

鉄
分
を
多
く
含
む
地
元
の
土
と
ワ
ラ
灰
釉
や
緑

釉
な
ど
伝
統
の
釉
薬
を
用
い
た
陶
器
づ
く
り
を

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
リ
ン
ピ
ア
い
な
ば
を
見
学
し
、
ガ
イ

ド
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
見
学
が
初
め
て
の

受
講
生
ば
か
り
だ
っ
た
た
め
、「
こ
こ
の
ご
み
の

量
は
何
日
分
だ
？
」「
こ
こ
の
ご
み
が
あ
る
と

こ
ろ
は
ど
れ
く
ら
い
の
深
さ
だ
？
」
な
ど
い
ろ

い
ろ
と
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
智
頭
宿
で
は
石
谷
家
住
宅
の
観

光
を
し
、
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
出
る
ク
イ

ズ
に
し
っ
か
り
答
え
る
参
加
者
の
姿
も

見
ら
れ
、「
何
回
も
来
た
こ
と
が
あ
る

が
、
大
規
模
な
木
造
作
り
で
立
派
だ

な
ぁ
。」
と
近
世
か
ら
近
代
へ
の
建
築

技
術
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
「
普
段
、
な
か
な
か
行
く
機
会
の
な

い
と
こ
ろ
に
行
け
て
、
じ
っ
く
り
と
案

内
付
き
で
話
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。」

と
言
わ
れ
る
参
加
者
も
多
く
、
有
意
義
な
社

会
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学

～
八
頭
め
ぐ
り　
焼
物
と
智
頭
宿
古
い
街
並
み
日
帰
り
旅
～▲�登り窯の説明を受ける参加者(因久山焼窯元)

わ　わくわく　か　感動！　さ　再発見！
～深掘り　ちいき探訪～

　米や水など若桜町の魅力をつめこみ、お酒を造っている酒造会社を
見学します。そこに携わる人々の思いを参加者で共有しましょう。
　若桜町の魅力について理解を深めるとともにみんなと語るまちづくり
講座です。どなたでもご参加いただけます！
　◆１　社会見学　「太田酒造場のバックヤード・酒蔵見学」　　　
　◆２　スペシャルトーク　「関係人口のおはなし」
　　　　�～大学生と地域をつなげるスペシャリストによる、
　　　　農山村ボランティア派遣プロジェクトについて～
　　　　・若桜で活動する鳥取大学の学生による活動紹介もあります！
　◆３　�車座トーク　
　　　　「若桜につながりのあるメンバーと参加者でトーク」

〈スペシャルトーク〉
NPO法人 /
bankup　代表理事

� 中
なかがわ

川　玄
げん

洋
よう

　さん

日　時　令和６年８月31日（土）13:00～16:30（受付開始12:30～）
場　所　若桜町公民館　　定　員　30名程度
申　込　�参加申込が必要です。若桜町公民館（☎82-1584）へお申込みください。

▲�運ばれてきたごみの処分方法の説明を受ける参加者（リンピアいなば）
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くらしの情報

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　
鳥
取
県
内
に
お
い
て
、
二
輪
車
乗
車
中
の
重
大
事
故
が

連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、

　
①　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
事
故

　
②　
交
差
点
内
で
の
事
故

　
③　
右
左
折
時
の
事
故

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
郡
家
警
察
署　
☎（
72
）０
１
１
０

郡家警察署HP

７
月
か
ら
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

場
合
に
は
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
納
付
猶
予
ま
た
は
全

額
、
も
し
く
は
一
部
（
４
分
の
１
、
半
額
、
４
分
の
３
）

が
免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〇
退
職
（
失
業
等
）
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
方

　
申
請
者
本
人
、
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
い
ず
れ
か
が

退
職
（
失
業
等
）
さ
れ
た
方

　
※�

退
職
（
失
業
等
）
さ
れ
た
方
の
前
年
所
得
を
ゼ
ロ
と

し
て
審
査
し
ま
す
。

　
過
去
に
同
一
の
失
業
等
の
理
由
に
よ
り
免
除
等
を
申
請

し
、
失
業
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
証
明
書
類
を
添
付
等

し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
改
め
て
添
付
等
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
書
に
よ
る
申
請

　
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
鳥
取
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
町
民

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
手
続
き
出
来
ま
す
。

●�

電
子
申
請
（
電
子
申
請
の
場
合
、
紙
の
申
請
書
の
記
入

が
不
要
と
な
り
ま
す
。）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
準
備
い
た
だ
き
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
際
に
設
定
し

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

で
、
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
の
一

人
で
あ
る
三
淵
嘉
子
が
モ
デ
ル
と

な
っ
た
「
虎
に
翼
」
が
放
映
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
同
じ
く
日
本
初

の
女
性
弁
護
士
で
あ
る
中
田
正
子

は
、
夫
の
郷
里
で
あ
る
若
桜
町
に

疎
開
し
、
鳥
取
市
に
法
律
事
務
所

を
開
業
す
る
ま
で
の
５
年
間
、
若
桜
町
で
弁
護
士
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
夫
で
あ
る
吉
雄
は
、
参
議
院
議
員
を
３
期
15
年
間
務
め

た
政
治
家
で
あ
り
、
戦
後
の
日
本
農
政
の
確
立
の
た
め
に

献
身
さ
れ
た
人
物
で
す
。
勤
勉
家
で
読
書
家
の
吉
雄
は
、

自
ら
の
体
験
を
も
と
に
「
日
本
農
業
の
将
来
」「
農
村
保
健

全
書
」
な
ど
多
く
の
著
書
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。

　
二
人
の
歩
ん
だ
道
を
紹
介
す
る
展
示
で
す
。
正
子
の
若

桜
で
の
生
活
や
吉
雄
の
人
生
観
、
農
業
観
に
も
触
れ
て
い

た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
会　
場
】
若
桜
郷
土
文
化
の
里　
た
く
み
の
館
（
入
場
無
料
）

【
期　
間
】�

６
月
29
日
（
土
）
～
７
月
28
日
（
日
）
９
時
～

17
時

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
、そ
の
翌
日
）

お
知
ら
せ

▲�「中田吉雄顕彰碑」（根安）

た
く
み
の
館
企
画
展

「
中
田
吉
雄
・
中
田
正
子
夫め
お
と婦
展
」

～
若
桜
が
生
ん
だ
政
治
家「
中
田
吉
雄
」

と
日
本
初
の
女
性
弁
護
士「
中
田
正
子
」

二
人
の
歩
ん
だ
道
～

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

た
く
み
の
館

　
☎（
82
）０
５
８
３　
IP
☎
9（
82
）０
５
８
３

催　
　

し

県
民
向
け
ミ
ニ
手
話
講
座【
３
回
連
続
編
】

県
民
向
け
ミ
ニ
手
話
講
座【
親
子
編
】

　
手
話
言
語
に
興
味
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
気
軽
に
参
加

で
き
る
ミ
ニ
手
話
講
座
で
す
。

【
日
時
・
申
込
期
限
】

　
①
7
月
26
日
、
8
月
2
日
、
9
日
（
金
）

　
　
18
時
45
分
～
20
時
45
分
〈
7
月
19
日
〆
切
〉

　
②
9
月
26
日
、
10
月
3
日
、
10
日
（
木
）

　
　
18
時
45
分
～
20
時
45
分
〈
9
月
19
日
〆
切
〉

【
場　
所
】
①
県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　　
　
②
県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

【
定　
員
】
30
名
（
先
着
順
）

【
受
講
料
】
無
料

　
手
話
言
語
に
興
味
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
気
軽
に
参
加

で
き
る
ミ
ニ
手
話
講
座
で
す
。

【
日
時
・
申
込
期
限
】

　
①
７
月
31
日（
水
）19
時
～
20
時
30
分〈
７
月
24
日
〆
切
〉

　
②
８
月
24
日（
土
）10
時
30
分
～
12
時〈
８
月
16
日
〆
切
〉

【
場　
所
】
①�

鳥
取
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
麒
麟square

（
キ
リ
ン
ス
ク
エ
ア
）」

　
　　
　
　
②
県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

【
定　
員
】
20
組
（
先
着
順
）

【
受
講
料
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
８（
27
）２
３
５
５

　

０
８
５
８（
27
）２
３
６
０

　
④　
無
理
な
追
い
越
し
で
の
事
故

な
ど
が
原
因
で
発
生
し
ま
す
。

　
二
輪
車
を
乗
車
す
る
時
に
は
、
頭
に
合
っ
た
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
選
び
、
あ
ご
ひ
も
を
し
っ
か
り
締
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
脱
げ
な
い
よ
う
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る
と
、
視
野
が
狭
く
な

り
周
り
の
危
険
な
状
況
を
確
認
出
来
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
危
険
を
回
避
で
き
る
安
全
な
速
度
で
走
り
ま
し
ょ
う
。
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くらしの情報

鳥
取
県
行
政
書
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

相　
　

談

行
政
書
士
無
料
相
談

【
日　
時
】
①
７
月
13
日
（
土
）
10
時
～
14
時

　
　
　　
　
　
※
要
予
約
（
１
人
30
分
程
度
）

　
　
　　
　
②
８
月
４
日
（
日
）
10
時
～
15
時
※
要
予
約

【
場　
所
】
①
鳥
取
市
立
中
央
図
書
館　
２
階

　
　
　　
　
②�
用
瀬
総
合
支
所
３
階　

鳥
取
市
用
瀬
図
書

館　
お
は
な
し
の
部
屋

【
内　
容
】�

相
続
・
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申
請
、
契

約
な
ど

外
国
人
無
料
相
談
（
英
語
・
中
国
語
対
応
可
）

【
日　
時
】
７
月
10
日
（
水
）
10
時
～
12
時
※
要
予
約

【
場　
所
】
鳥
取
県
立
図
書
館　
２
階

【
内　
容
】
在
留
資
格
、
仕
事
、
国
際
結
婚
の
こ
と
、
そ
の
他

　
　
　　
　
※
日
本
人
の
相
談
可

　
　
　　
　
※
英
語
・
中
国
語
可

司
法
書
士
に
よ
る「
無
料
法
律
相
談
会
」

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
５
７（
24
）７
０
２
４

【
日　
時
】
７
月
16
日
（
火
）
16
時
～
18
時

　
　
　　
　
※
前
日
ま
で
に
要
予
約

【
場　
所
】
鳥
取
県
立
図
書
館　
２
階
小
研
修
室

【
内　
容
】�

相
続
、
不
動
産
登
記
、
会
社
・
法
人
登
記
、
成

年
後
見
、
多
重
債
務
等

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
５
７（
27
）８
３
１
１

　
町
民
課

　
☎（
82
）２
２
３
３　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
く
ら
し
の
安
心
推
進
課

　
☎
０
８
５
７（
26
）７
６
０
１

特
定
計
量
器
定
期
検
査
の
実
施

　
計
量
器
を
「
取
引
」
及
び
「
証
明
」
上
の
計
量
に
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
必
ず
受
検
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
12
日
（
金
）
13
時
～
15
時

【
場
所
】
若
桜
町
公
民
館

地
籍
調
査
成
果
の
登
記
完
了
に
つ
い
て

　
岩
屋
堂
地
区
の
地
籍
調
査
の
成
果
が
国
・
県
で
承
認
・

認
証
さ
れ
、
鳥
取
地
方
法
務
局
か
ら
登
記
完
了
の
通
知
を

受
け
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
調
査
範
囲
】
大
字
岩
屋
堂
の
一
部

【
調
査
面
積
】
29
ヘ
ク
タ
ー
ル

【
登
記
完
了
日
】
令
和
6
年
5
月
14
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
地
籍
調
査
課

　
☎（
82
）２
２
０
１　
IP
☎
９（
82
）２
２
０
１

わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館　

開
館
20
周
年

　
わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館
は
、
お
陰
様
で
本
年
７
月
１

日
を
も
ち
ま
し
て
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
当

町
出
身
で
現
在
ペ
ル
ー
在
住
の
中
島
宣
朗
さ
ん
の
絵
画
展

と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
当
町
の
特
産
品
が
当
た
る
ス
タ

た
数
字
4
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。）

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
７（
24
）２
７
４
４

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
７（
37
）２
３
５
１

募　
　

集

通
信
制
の
放
送
大
学
入
学
生
の
募
集

の
お
知
ら
せ

〇�

放
送
大
学
は
、
令
和
6
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

〇
入
学
試
験
は
原
則
あ
り
ま
せ
ん
。

〇�

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授

業
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

〇�

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
等
３
０
０
以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か

ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇�

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送

大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

〇
出
願
締
切
は
令
和
6
年
9
月
10
日
。

令
和
6
年
度
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政

管
理
組
合
職
員
採
用
試
験
案
内

1 

試
験
区
分

　
職
種
：
消
防
職

区
分

区
分
⑴

［
一
般
枠
］

区
分
⑵

［
高
校
新
卒
枠
］

採
用
予
定
者

3
人
程
度

1
人
程
度

年
齢
等
要
件

平
成
8
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
19
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

令
和
7
年
3
月
に
高

等
学
校
を
卒
業
見
込

の
人

※
そ
の
他
受
験
資
格
要
件
有
り

※�

区
分
⑴
、
区
分
⑵
と
も
同
一
の
試
験
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
令
和
7
年
3
月
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
の
人
は
、

区
分
⑵
で
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

2 

採
用
予
定
時
期

　
令
和
7
年
4
月
1
日

3 

受
験
申
込
受
付
期
間

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
様
々
な

催
し
物
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
20
周
年
記
念
を
更
な

る
利
用
促
進
の
足
が
か
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
情
報
館
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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【
受
講
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
〒
６
８
２

－

０
８
２
２

　
倉
吉
市
葵
町
７
２
４

－

15

　

�

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー　
養
成
講
習
会（
手
話
）事
務
局

　
☎
０
８
５
８（
27
）２
３
５
５

　

０
８
５
８（
27
）２
３
６
０

　
担
当
：
髙
塚
・
深
田

�

（

 application@
torideaf.jp

）

【とき・ところ・定員】
会場 受講期間 会場 日時 定員

東部会場
令和６年9月4日
～令和７年1月29日
毎週水曜日(21回）

鳥取市障害者福祉センター
さわやか会館
（鳥取市富安2-96)他

18:45
～20:45 40名

【
受
験
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合　
事
務
局
総
務
福
祉
課

　
☎
０
８
５
７（
20
）０
１
１
９

２
０
２
４
年
度
手
話
泰
仕
員
養
成
講

習
会【
入
門
編
】受
講
者
募
集

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
た
め
、
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
内　
容
】

　
厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ

て
実
施

　
⑴
実
技　
⑵
き
こ
え
な
い
人
等
に
関
す
る
講
義

【
対　
象
】

　
高
校
生
以
上
。
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
社

会
参
加
に
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
方
で
、
相
手
の
手
話
言

語
を
理
解
で
き
、
特
定
の
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い

人
と
な
ら
ば
日
常
会
話
が
可
能
な
方
。

【
受
講
料
】

　
２
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

受
講
申
込
方
法
及
び
申
込
期
限

◎
受
講
申
込
方
法

【
郵　
送
】

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講
申
込
書
の
封
筒
に
「
入

夏
休
み
企
画

〇
木
工
細
工　
サ
イ
コ
ロ
永
年
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り	

　
７
月
28
日
（
日
）　
10
時
～
12
時　
　
　

　
・
10
組
（
先
着
順
）

　
・
親
子
で
参
加
（
小
学
生
以
上
）

　
・
参
加
費　
３
０
０
円

〇
手
作
り
織
り
機
で
モ
コ
モ
コ
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

　
８
月
10
日
（
土
）　
10
時
～
12
時

　
・
10
組
（
先
着
順
）

　
・
親
子
で
参
加
（
小
学
生
以
上
）

　
・
参
加
費　
３
０
０
円

〇
エ
コ
バ
ス
ツ
ア
ー
・
～
ご
み
処
理
施
設
を
た
ず
ね
て
～

　
☆
８
月
１
日
（
木
）
雨
天
決
行

　
　
鳥
取
駅
南
口
集
合　
９
時
15
分
～

　
　
鳥
取
駅
南
口
解
散　
15
時
25
分

　
【
募
集
期
間
】７
月
２
日（
火
）～
７
月
15
日（
月
）（
祝
日
）

　
【
募
集
人
員
】
20
名
（
先
着
順
）

　
☆
小
学
３
年
生
以
上
は
、
１
人
で
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ

　
　
大
人
の
み
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】�

弁
当
、
水
筒
、
帽
子
、
上
履
き
、
筆
記
用

具

　
　
　
　
　　
　
任
意
：
デ
ジ
カ
メ
、
マ
ス
ク

　
【
注
意
事
項
】
運
動
靴
着
用
の
こ
と
、
集
合
時
間
厳
守

　
【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

�

リ
ン
ピ
ア
い
な
ば　
見
学
・
昼
食
（
河
原
）

　

�

鳥
取
県
東
部
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
見
学
（
伏
野
）

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

　
　
☎
０
８
５
７（
59
）６
０
２
６

　

�（
月
曜
日
休
館　
※
た
だ
し
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）

「
こ
ど
も
縁
日
in
た
く
み
の
館
」出
店

者
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
今
年
も
若
桜
郷
土
文
化
の
里
で
「
こ
ど
も
縁
日
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
一
緒
に
縁
日
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
出
店
者
及
び

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
短
時
間
で
も
結
構
で
す
。

　
「
こ
ど
も
縁
日
」
へ
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
こ
ど
も
縁
日
開
催
期
日
】�

８
月
10
日
（
土
）
15
時
～
20
時

（
予
定
）

【
締
切
り
】

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

た
く
み
の
館

　
☎（
82
）０
５
８
３　
IP
☎
9（
82
）０
５
８
３

　
7
月
25
日
（
木
）
～
8
月
28
日
（
水
）
17
時
15
分
必
着

4 
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
配
布
場
所

　

鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
事
務
局
総
務
福
祉

課
、
消
防
局
消
防
総
務
課
及
び
鳥
取
県
東
部
各
市
町
役
場

又
は
本
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

※�

本
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
受
験
申
込
み
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

5 

第
1
次
試
験
概
要

【
実
施
期
日
】
9
月
22
日
（
日
）

【
実
施
場
所
】�

鳥
取
大
学
（
鳥
取
市
湖
山
町
南
四
丁
目

１
０
１
番
地
）

【
試
験
内
容
】�

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）、
体
力
試
験
、

適
性
検
査

※�

詳
細
は
受
験
案
内
ま
た
は
本
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

(https://w
w
w
.east.tottori.tottori.jp)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

門
編
受
講
申
込
書
在
中
」
と
赤
で
記
入

し
、
裏
面
に
必
ず
自
分
の
住
所
・
氏
名

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
、
問
合
せ
先
へ
確
認

の
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
フ
ォ
ー
ム
】

　

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
案

内
申
込
書
記
載
の
Q
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
能
。

　

定
員
（
40
名
）
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◎
受
講
申
込
締
切

　
令
和
６
年
8
月
21
日
（
水
）

必
着

　
出
店
者　
　
　
　
　
　
７
月
10
日
（
水
）

　
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
７
月
31
日
（
水
）
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有料広告募集中
・広告の大きさ　縦50mm × 横80mm
　（この枠と同じ大きさです。）
・掲載料　4,000 ～ 5,000円／月
　（掲載期間により異なります。）
詳しくは企画政策課へお問い合わせくださ
い。

【お問い合わせ】
企画政策課　☎ 82-2231 IP ☎ 9-82-2231

有　料　広　告

※戸籍の窓口はご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

戸
窓
口

籍 の

※
６
月
７
日
届
出
分
ま
で

香 典 返 し
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

口
屋
堂
羅　

小
林　

睦
子
さ
ん�

79
歳

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
一
封

来
見
野　

大
石　
　

正
さ
ん　

父
貞
雄
さ
ん

湯　

原　

岡
田　

光
子
さ
ん　

夫
寛
次
さ
ん

【
教
室
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば（
鳥
取
市
伏
野
２
２
２
０
）

　
　
☎
０
８
５
７（
59
）６
０
２
６

　
　
開
館
時
間　
10
時
～
16
時

　
　
休　
館　
日　

�

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）

　
　
参
加
申
込　
7
月
2
日（
火
）よ
り
受
付（
先
着
順
）

内　容 日　時 定員 費用

健康布ぞうり 7月9日（火）
10：00～15：00 8人 100円

ＰＰバンドの籠作り
（四角編み）

7月17日（水）
10：00～15：00 6人 無料

木工
カルガモの親子

7月19日（金）
10：00～12：00 5人 100円

マイバッグ
（ギャザートート）

7月25日（木）
10：00～15：00 5人 無料

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

※�

各
教
室
内
容
に
よ
り
、
布
等
の
材
料
を
ご
持
参
頂
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
上
記
以
外
の
体
験
講
座
や
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
７
月
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

も
の
づ
く
り
の
技
術
を
学
び
、

自
身
の
可
能
性
を
広
げ
ま
せ
ん
か
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

　
☎
０
８
５
７（
23
）２
０
２
１

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取

　
☎
０
８
５
７（
52
）８
８
０
２

募 集 科 ①�ものづくり溶接科 ②�住宅リフォーム技術科 ③電気設備技術科
　（導入訓練※）

修了後の
職種

溶接工、機械板金、
製缶工、プレスオペ
レーターなど

設計補助、営業、事務
職、技術職、建築など

電気工事士、設備保守、
消防設備士など

募集期間 ７月９日（火）～８月 15日（木）
訓練期間 9/3（火）～ 2/28（金） 9/3（火）～ 3/31（月）
定　　員 12名 15 名 若干名
応募方法 受講申込書をハローワークへ提出
選考日①② 8/21（水） キャリア形成相談日③ 8/22（木）＜面接のみ＞
※�導入訓練は、パソコンの基礎、チーム力を学ぶ（１か月） ＋ 一般訓練（６か月）の７か月
コースです。自身の能力や特性を知り、就職に向けステップアップが可能です。

受講料無料
（テキスト代は実費）

ポリテクセンター鳥取
� ／９月入所生

施設見学会はこちら▲
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7 
2024

発
行
日 
令
和
６
年
6
月
28
日

｜
編
集
・
発
行
｜ 

若
桜
町
役
場
企
画
政
策
課

〒
6
8
0-

0
7
9
2 

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
大
字
若
桜
8
0
1-

5

T
E
L 

0
8
5
8（
82
）2
2
3
１

F
A
X 

0
8
5
8（
82
）0
1
3
4

再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,275世帯（±0）

2,731（－4）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和6年6月１日現在）

男：１，311（－1）
女：１，420（－3）

世帯
人口

7月の税金・保険料

※たばこは若桜町内でお買い求め
　ください。
   （若桜町の税収となります）

［納期限］ 7月３1日（水）

固定資産税（第２期）

みんなのフォトリレー
 第40回
みんなのフォトリレー
 第40回

　美味しい水道水ランキン
グ1位の鳥取県。
　そのなかでも若桜の水
でコーヒーやお茶を淹れ
ればとても美味しいです。
　氷ノ山命水を汲みに定
期的に氷ノ山へ。
　豊かな自然と先人に感
謝して水をいただきます。

（丹松　雄さん）

氷ノ山命水　水は命氷ノ山命水　水は命

2024年
7 月号

氷ノ山夏山開き氷ノ山夏山開き

みんなで乗ろうみんなで乗ろう
� 若桜鉄道� 若桜鉄道

日　付 行事名 時　間 場　所
6/29～7/28 中田吉雄・中田正子夫婦展 9 :00～17:00 たくみの館

7/2（火） 消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー
7/4（木） 乳幼児健診 12:45～受付 保健センター
7/7（日） ソフトバレーボール大会 10:00～ 第１町民体育館

7/9（火）
人権相談 9 :00～11:30 ドリーミー
行政相談 9 :00～11:00 ドリーミー
消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー
法律相談 13:30～16:00 ドリーミー

7/11（木） 障がい者相談 9 :30～12:00 ドリーミー
7/12（金） 特定計量器定期検査 13:00～15:00 若桜町公民館

池田がんばる教室 13:30～15:00 池田分館
7/16（火） 消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー
7/18（木） 特定健診・健康診査・がん検診 8 :30～10:00 保健センター
7/20（土） 土用縁日 16:00～21:00 若桜駅前広場

若桜町納涼花火大会 20:30～20:50 中之島公園（打ち上げ）
7/23（火） 乳幼児相談 13:30～16:00 保健センター

消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー
7/26（金） わかさがんばる教室 13:30～15:00 保健センター
7/27（土） ソフトテニス大会 9 :00～ 若桜学園テニスコート
7/28（日） 第49回部落解放若桜町研究集会 9 :00～11:35 若桜学園さくらホール
7/30（火） 消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー
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